
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生の皆さんへ】 
〇あおぞら保育所の頃の二人が発表会で頑張っていた姿をみていましたよ。 
すっかり成長した姿をみることができ感激しました。これからも勉強に、運動に、遊びに頑張ってください。（佐藤
保様） 
〇中学生に負けていなかった・・・というか、小とか中とかなく、ひとつのチームとして一緒に競技する姿に成長を
感じた。（馬渕永悟様）〇４年生と５年生の２人でしたが、転校した子どもも観に来ていました。閉校という変えら
れない事実を子どもたちは子どもなりに静かに受け容れ、生きているのだろうなどと思うと、私たち大人はいつも、
熱いまなざし、少し遠ければ、手を振り、見守り続けたいと思わずにはいられません。（上用晶子様） 
【中学生の皆さんへ】 
〇力強い走りに感動（今利一様）〇運動会の楽しさ改めて競技の面白さが伝わってきました。人数が少ないなりに、
観ている人たちをなごませ、笑顔や大きな笑い声が響きわたっていた。（久しぶりの心地よさ） 感動をありがとう
（田中洋子様）〇中学生になると各種目のレベルが１段階、２段階も上がり、迫力があって見応えがありました。
（佐藤佑樹様）○ヨサコイのオリジナルの踊りが面白くて良かった。みんなで協力して運動会を盛り上げている姿が
感動した。（小松徳仁様） 
【全体的に見た感想】 
〇この町だからこそ、皆で走るのが楽しいですね。ヨサコイ！！やはり麓郷の運動会といったらこれです。少人数で
したが迫力がありました。それぞれ大きく動きがあってすてきです。卒業生は今年は少なかったのですが、在校生は
がんばって踊ってくれましたね。OK 牧場の卒業生の競技が楽しくみさせてくれました。リレーもそれぞれ一生懸命
に頑張っていました。（河野様）〇Enjoy Enjoy 観ている皆さんも Enjoy させてもらいました。Smile です。（芝
野伸策様）〇学校がなくなるのはとても寂しいです。地元での運動会がなくなるのかとしみじみと一日楽しく過ごし
ました。（上用眞一郎様）○地域を巻き込んだ素晴らしい運動会でした。「地域で育てる」の具現ですね。（内海久
様） 

 

学校教育目標「かしこい子 やさしい子 たくましい子」 
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令和８年６月 5 日発行 
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運動会に見る麓郷小中学校のすばらしさ 
                 校長 大久保 雅恵 

 ５月に入り、桜の花が校庭を彩り、カエルやサンショウウオ、ウズラの卵がかえり、ウサギが遊びに来て、に

ぎやかさを増してきました。中学３年生は函館方面まで修学旅行に行き、学校ではできない学びを深めてきまし

た。先日は環境整備に PTA の皆様にご尽力いただき、グラウンドや学校の周りがとてもきれいになりました。

どうもありがとうございました。 

５月３１日に麓郷大運動会を実施しました。雄大な十勝岳連峰や豊かな自然、深い森を切り開き手入れを重ね

た広大な畑、互いに支え合い暮らしを作り上げた温かなつながりのあるこの故郷で、大運動会を開催できました

ことは、とてもありがたく、うれしいことでした。 

 

運動会に関する活動で、本校のよさを多数見つけることができました。いくつかご紹介します。 

１つ目に、全ての児童生徒が、継続して努力することができたことはすばらしいことでした。運動会に向けて

それぞれ目標を立て、体を鍛えてきました。種目ごとにコツを探って練習をしてきました。初めはうまくいかな

いことも練習の回を重ねるごとに上手になっていくのがわかりました。自分は他の人より遅いとか失敗が多い

とかと思うものもあったかもしれないのですが、どの子も練習を続け、運動会当日は最高のパフォーマンスを披

露できたと感じています。 

 ２つ目は、小中学生が支え合い協力しあえたことです。小学生は元気いっぱいに取り組み、中学生に相談した

り、教えを聞いたりしました。中学生は小学生のことをよく見て、教えたりそっと支えたりしました。特に中学

３年生は、自分たちで考えみんなのためになることを率先して行い、すばらしいお手本を見せてくれていまし

た。小中学生一緒に、作戦を相談して取り組む場面もありました。小中学生が一つになって力を合わせることが

できたのは本校の誇りであると思います。 

３つ目は、保護者・地域の皆さんの大きな支えがあることです。今年は、親子での競技に加え地域の皆様にご

参加いただく競技を増やしました。皆様、快くご参加くださいました。たくさんの方のご参加のおかげで、運動

会が盛り上がり、楽しいものになりました。地域の皆様のお力添えがあるから、本校の学校行事がより一層よい

ものになっていると強く感じました。地域の皆様に支えていただけること、これは麓郷小中学校のよさであると

実感しています。たくさんのご声援やご協力、どうもありがとうございました。 

運動会で発揮した麓郷小中学校のすばらしさを、今後も大切にしていきたいと思います。また、児童生徒一人

一人が見せた笑顔や輝く姿が、この麓郷小中学校の思い出として、子どもたちやご参加くださった皆様の心に、

ずっと刻まれていくよう願っております。 

「自分磨き～自分を知り 自分を高め 未来につなぐ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
6 月 13 日（土）に麓郷集落センターで麓郷

中学校スポーツ活動後援会ビールパーティーを
開催します。今年度でこのビールパーティーは
最後になります。保護者の皆様方には、会券の
販売など、ご協力をいただき、たいへん感謝し
ています。 

  

日 曜日 行事等 日 曜日 行事 

等 

1 日  16 月 小）振替休業日 

2 月 振替休業日（５／３１） 17 火  

3 火  18 水 小）春の遠足（小２～小４） 中）第

Ⅰ期定期テスト 

麓郷中学校スポーツ活動後援会 

ビールパーティー 

 
 

 
麓郷小中学校いじめ防止基本方針に沿って、「いじ

めの未然防止」「いじめの早期発見」に努めます。い
じめ防止対策組織委員会として組織で対応します。 
 児童会・生徒会でも子どもたち全員が交流し、楽し
める集会を企画しています。 

 

 

令れいわい令和９年度末の

閉校に向けて、閉校事業の資

金造成として行います。期日

は７月２日（木）となってお

ります。古新聞、古雑誌、段

ボール、牛乳パック、ビン

類、鉄材の回収を予定してお

ります。地域の皆様のご協力

を是非よろしくお願いいたし

ます。和９年度末の閉校に向

   

  
今年度理科専科加配と

して、扇山小学校の飛内
健佑先生が小学校４年
生・5 年生の理科の授業
を指導しています。 
 

 
 

５月 2２日（金）の環境整備作業では、多くの
保護者の方と児童生徒、教職員が参加しました。
小学生と保護者は松ぼっくり拾いや草取り、中学
生は花壇の花植え、中学生の保護者はグラウンド
の草取りを行いました。皆さんの力で運動会へ向
けて環境が整いました。ありがとうございまし
た。 
 
 
 

 
 
  

５月１１日（月）～５月１４日（木）に中学
３年生の修学旅行が行われました。樹海学校と
の合同で、道南の自然や文化に触れ、札幌市内
の専門学校で体験活動を行うなど、有意義な旅
行となりました。 

理科専科加配 

環境整備作業ありがとうございました 廃品回収 

 

充実した修学旅行！ いじめ防止に向けた取組について 

日 曜日 行事等 日 曜日 行事等

1 月 振替休業日（５／３１） 16 月 校内研修

2 火 小）教育相談週間（～１０日） 17 火 小）クラブ②　中）前期中間テスト

3 水 中）少年の主張富良野地区大会 18 水 小）水泳授業①　中）中体連壮行会

4 木 小）児童会　中）一斉活動日　水泳授業① 19 木 上川南部地区中体連球技大会

5 金 全）全校朝会　 20 土 上川南部地区中体連球技大会

6 土 全日本少年野球大会    上川南部地区中体連陸上競技大会 21 日

7 日 全日本少年野球大会    上川南部地区中体連陸上競技大会 22 月 朝会

8 月 23 火 小）春の遠足　中）愛護少年団夏山登山

9 火 中）修学旅行事後交流会（中３）　職員会議 24 水

10 水 スクールカウンセラー来校日 25 木 全）口座引落日　小）南極昭和基地オンライン授業　中）一斉活動日

11 木 中）水泳授業② 26 金 小）水泳学習②

12 金 27 土

13 土 中スポーツ活動後援会ビールパーティ 28 日

14 日 29 月

15 月 30 火 愛護少年団夏山登山予備日

令和１０年３月の閉校

に向けて、閉校事業の資

金造成として行います。

期日は７月２日（木）とな

っております。古新聞、古

雑誌、段ボール、牛乳パッ

ク、ビン類、鉄材の回収を

予定しております。地域

の皆様のご協力をよろし

くお願いいたします。 

森林学習プログラム 

中学１年生は、5 月

21 日（木）に富良野の

自然に親しむ会・副会

長の井口和信様他４名

を講師に、森林資料館

および白鳥山の森で、

生き物の「つながり」

をテーマにフィールド

ワークを行いました。 


